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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  タッチパネルや保護板等の透明基板を有する
直視型で反射型の液晶表示装置において、高品位の表示
が可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶セル２の表面側の偏光板２３は、抵
抗膜方式のタッチパネル１の固定基板４の背面に装着さ
れている。液晶セルの表面側には粘着剤３１を介して透
明フィルム３２が装着されており、透明フィルム３２の
表面には反射防止層３３が形成されている。背面側の反
射板付き偏光板２４は、液晶セル２の背面に装着されて
いる。偏光板２３が装着されたタッチパネル１と液晶セ
ル２を図のように空隙を挟んで固定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】透明基板と、
上記透明基板と空隙を設けて配置された直視型で且つ反
射型の液晶セルと、
上記透明基板の背面に施された偏光フィルムと、
から成ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】上記液晶セルの上記偏光フィルムに対向す
る側に反射防止処理が施されていることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】上記液晶セルの上記偏光フィルムに対向す
る側に透明フィルムが接着されており、該透明フィルム
は、光学的等方性を有し、かつ反射防止機能及び紫外線
吸収機能の少なくとも一つの機能を有することを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】上記液晶セルの上記偏光フィルムに対向す
る側に位相差フィルムが接着されており、この位相差フ
ィルムは、反射防止機能及び紫外線吸収機能の少なくと
も一つの機能を有することを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】上記透明基板が、抵抗膜方式のタッチパネ
ルにおける固定基板であることを特徴とする請求項１～
請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】上記透明基板が、超音波方式もしくは容量
結合方式もしくは光学方式のタッチパネルにおけるタッ
チ基板であって、該タッチ基板の表面に反射防止処理が
施されていることを特徴とする請求項１～請求項４のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】上記透明基板が、上記液晶セルの保護板で
あることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に関
するものであり、特にタッチパネルや保護板等の透明基
板を液晶セルの表示面側に載置した直視型で反射型の液
晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、場所を取らず、軽く、消費電力の
小さい液晶表示装置は、机上のモニターや携帯機器のデ
ィスプレイ等に多数使用されている。特に、直視型で反
射型の液晶表示装置はバックライトを必要としないた
め、より低消費電力であることから、携帯機器に使用さ
れることが多い。それらの中には、表示機能だけでな
く、タッチパネルを液晶セルの表示面側に載置して、入
出力を一体化した製品もある。
【０００３】図９にこのようなタッチパネル付きの液晶
表示装置の斜視図を、また図１０に図９のＥ－Ｅ’断面
図を示す。図９の液晶表示装置は、液晶セル５０とタッ
チパネル５１から構成されている。液晶セル５０は、素
子（不図示）、信号配線５２、画素電極５３、端子５４
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を形成した素子側基板５５と、対向電極５６、端子５７
を形成した対向側基板５８を、パターンが合致するよう
にシール材５９を介して、一定の間隔を保つように貼り
合わされている。不図示の素子は、スイッチングの機能
を有し、薄膜ダイオード等が使用されるが、これは各画
素毎に信号配線５２と画素電極５３の間に設けられてい
る。
【０００４】液晶材料６０は、素子側基板５５と対向側
基板５８の間に封入されており、両基板の内側表面に形
成され、ラビング処理された配向膜（不図示）に従って
所定の配向状態を採る。この配向状態と、対向側基板５
８の表面側に設けられた偏光板６１と、素子側基板５５
の背面側に設けられた反射板付き偏光板６２の組み合わ
せで、光の変調を行い任意の表示を行う。配向状態は、
回路部材６３及び６４を介して任意の電気信号を与え
て、画素電極５３と対向電極５６間に電界を加えること
によって変えることができるので、これにより各画素の
光の透過量を制御して、文字や画像を表示する。
【０００５】偏光板６１は、通常、粘着剤６５と偏光フ
ィルム６６から成る。また、反射板付き偏光板６２は、
素子側基板５５側より粘着剤６７、偏光フィルム６８、
粘着剤６９、反射板７０から成る。偏光フィルム６６及
び６８は、ヨウ素錯体等の二色性物質を吸着させたポリ
ビニルアルコールのフィルムを一定方向に延伸させ、配
向させたものであり、三酢酸セルロースの２枚のベース
基板に挟まれた構造を有する。
【０００６】そのベース基板は、偏光子や液晶材料の紫
外線による劣化を防止するため、紫外線吸収材を含ませ
ることが多い。反射板７０は、純粋な反射機能だけでな
く、反射と透過の両方が可能なものが使われることが多
い。
【０００７】タッチパネル５１は、べた電極７１を形成
した固定基板７２と、べた電極７３を形成した可撓性基
板７４を、その電極面が向き合うように、接着剤７５で
貼り合わせた構造を取る。タッチパネル５１表面に、物
体７６が押しつけられた時のみ通電するようにべた電極
７１及び７３が不要に接触することを防ぐ目的で、スペ
ーサ７７が設けられている。
【０００８】タッチパネル５１は抵抗膜式タッチパネル
であり、これは、べた電極７１とべた電極７３が接触し
た時に、その位置で検出された電圧を測定し、この電圧
が帯状電極７８または７９からの距離に比例することを
利用して、接触した位置を電気的に検出する方式であ
る。このような抵抗膜式タッチパネルは、例えば特平開
１０－２８３１１７号公報に開示されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】一般に、液晶セル５０
とタッチパネル５１は、粘着テープを用いて直接固定し
たり、製品の筐体を利用して間接的に固定されるが、液
晶セル５０とタッチパネル５１の間には、わずかである



(3) 特開２００１－２０１７４１

10

20

30

40

50

3
が空気層が存在する。このような場合、基板材料などと
空気では屈折率が異なることから、その境界で反射が起
こり、表示の品位が落ちてしまう。
【００１０】液晶セル５０やタッチパネル５１の固定基
板７２の材料であるガラスの屈折率は約１．５、タッチ
パネル５１の可撓性基板７４の材料であるポリエチレン
テフタレートの屈折率は約１．６、偏光フィルム６６の
ベース基板の材料である三酢酸セルロースの屈折率は約
１．５、粘着材６５として使われるアクリル系の光学接
着剤の屈折率は１．５～１．６であり、これらと屈折率
１の空気との界面での反射は大きくなる。
【００１１】図１０において、タッチパネル５１内の反
射ｏやタッチパネル５１の背面の反射ｐが大きく、表示
のための反射ｑにそれらが加算されてしまうことが、表
示品位の低下の原因となる。
【００１２】このような表示品位の低下を抑えるため
に、さまざまな対策が提案されている。タッチパネルの
基板表面に反射防止層を設ける方法、液晶セルとタッチ
パネルを透明な両面テープで密着させる方法、液晶セル
とタッチパネル間の空隙に液体を充填させる方法、液晶
セルの偏光板をタッチパネルの可撓性基板の外側に配置
する方法、液晶セルとタッチパネルを一体的に製造する
方法などである。
【００１３】しかしながら、いずれの方法も、不要な反
射の抑制の効果は期待できるが、信頼性が低下したり、
製造工程が複雑になって製造コストが増大するという問
題が生じてしまう。
【００１４】本発明は、タッチパネルや保護板等の透明
基板を有する直視型で反射型の液晶表示装置において、
高品位の表示が可能な液晶表示装置を提供することを目
的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
本発明の液晶表示装置は、透明基板と、上記透明基板と
空隙を設けて配置された直視型で且つ反射型の液晶セル
と、上記透明基板の背面に施された偏光フィルムとから
成っている。
【００１６】この構成によると、透明基板と液晶セルに
空隙があっても、透明基板の背面側で空気層との界面を
有しないのでコントラストが低下することがない。偏光
フィルムを透明基板側に接着することで、液晶セルに帯
電させるフィルムを接着する工程が減り、液晶セルの静
電気破壊等の問題が生じにくい。また、空隙があること
により、装置としての組立性は向上する。
【００１７】尚、上記液晶セルの上記偏光フィルムに対
向する側に反射防止処理が施されているか、あるいは透
明フィルムが接着されている。その透明フィルムは、光
学的等方性を有し、かつ反射防止機能及び紫外線吸収機
能の少なくとも一つの機能を有する。
【００１８】上記透明基板が、抵抗膜方式のタッチパネ
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ルにおける固定基板であるとすると、抵抗膜方式のタッ
チパネルの固定基板側に光学フィルムを設けて（接着し
て）いるので、タッチパネルの感触を損なわずに、鮮明
な表示が得られる。
【００１９】また上記透明基板が、超音波方式もしくは
容量結合方式もしくは光学方式のタッチパネルにおける
タッチ基板であって、表面に反射防止処理が施されてい
るとすると、内部に空気層を含まない超音波方式もしく
は容量結合方式もしくは光学方式のタッチパネルを使用
でき、さらに表面の反射防止も可能になることから、よ
り一層、鮮明な表示が得られる。
【００２０】また透明基板が、液晶セルの保護板である
とすると、この保護板によって、液晶セルの偏光板の保
護ができる上、表示の品位の低下は抑制できる。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下に４つの実施形態を挙げてい
るが、各実施形態を採用するにあたり行った実験につい
て述べる。液晶表示装置の組立性を考慮した場合、液晶
セルとタッチパネル等の透明基板の間に空隙があること
が望ましいという前提に立って、以下の構成の液晶表示
装置の表示品位を評価した。表示の鮮明さは白と黒のコ
ントラストの大きさで決定されるため、実験は白と黒そ
れぞれの反射率を測定した。
【００２２】評価した液晶表示装置は以下のＡからＧで
ある（表１参照）。表１において、ａは液晶セル、ｂは
タッチパネル、ｃはガラス基板、ｄは液晶セルの光学系
を構成する偏光板、ｅは液晶セルの光学系を構成する反
射板付き偏光板、ｆは反射防止層である。
【００２３】Ａ：液晶セルａのみ
Ｂ：液晶セルａと空気層を挟んでタッチパネルｂを配置
した構造
Ｃ：Ｂにおいて表面側偏光板ｄをタッチパネルｂの可撓
性基板の表面に装着した構造
Ｄ：Ｂにおいて表面側偏光板ｄをタッチパネルｂの固定
基板の背面に装着した構造
Ｅ：Ｄにおいて液晶セルａの表面側に反射防止層ｆを形
成した透明フィルムを貼着した構造
Ｆ：液晶セルａと空気層を挟んでガラス板ｃを配置した
構造
Ｇ：Ｆにおいて表面側偏光板ｄをガラス基板ｃの背面に
装着し、液晶セルａの表面側に反射防止層ｆを形成した
透明フィルムを貼着した構造
【００２４】尚、構造の違いにより液晶表示装置の最上
面の材料が異なってしまうので、いずれの構造において
も最上面に反射防止層を形成した透明フィルムを貼着し
た。このようにすることで、純粋にタッチパネル内及び
タッチパネルと液晶セル、もしくはガラス基板と液晶セ
ル間の空気層による反射の強弱を比較できる。
【００２５】使用した液晶セル及び測定条件は、以下の
通りである。
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  液晶セル    ：ダイオードを用いたアクティブマトリクス駆動型液晶セル
  光学システム：ＴＮ配向、ノーマリホワイト型
  偏光システム：表面側  日東電工製  ＮＰＦ－ＥＧ１２２５ＤＵ
                背面側  日東電工製  ＮＰＦ－ＥＧ４２２５Ｐ１
  タッチパネル：抵抗膜式
  測定装置    ：ミノルタ製  ＣＭ２００２
  測定条件    ：拡散光源使用、８゜で受光
                ５５０ｎｍ波長での反射強度測定
                室温5

【００２６】 *
6

*【表１】

【００２７】表１に測定結果を示す。単純に液晶セルａ
とタッチパネルｂを配置した構造（Ｂ）では、液晶セル
ａのみ（Ａ）に比べ、黒の反射率が著しく増してしま
い、コントラストが低くなっている。また、従来から提
案されている表面側偏光板ｄをタッチパネルｂの可撓性
基板の表面に装着した構造（Ｃ）では、黒の反射率は抑
えられるが、白が暗くなる問題がある。
【００２８】表面側偏光板ｄをタッチパネルｂの固定基
板の背面に装着した構造（Ｄ）では、白の明るさを
（Ｂ）同様に維持しつつ、（Ｂ）に比較して黒の反射率

の増加を抑えられる。さらに、液晶セルａの表面側に反
射防止層ｆを形成した透明フィルムを貼着した構造
（Ｅ）では、正面での黒の反射率は（Ｄ）とほとんど変
わりないが、斜めからの表示が見やすくなっている。
【００２９】また、タッチパネル内の空気層を除去する
ことを想定して、タッチパネルｂをガラス板ｃに置き換
えた構造（Ｆ）では、液晶セルａとの間に空気層がある
にもかかわらず、黒の反射率が大幅に抑えられている。
表面側偏光板ｄをガラス基板ｃの背面に装着し、液晶セ
ルａの表面側に反射防止層ｆを形成した透明フィルムを



(5) 特開２００１－２０１７４１

10

20

30

40

50

7
貼着した構造（Ｇ）においては、液晶セルのみの構造
（Ａ）と同等の黒の反射率となり、斜めからの表示も見
やすくなっている。
【００３０】表１に示した結果を考慮して、以下に本発
明の実施形態を図を参照して説明する。図１は本発明の
第１実施形態である液晶表示装置の斜視図であり、図２
は図１中のＡ－Ａ’断面図である。タッチパネル１を液
晶セル２の表面側に載置した構造である。タッチパネル
１は抵抗膜方式のタッチパネルであり、べた電極３を形
成した固定基板４と、べた電極５を形成した可撓性基板
６を、その電極面が向き合うように、接着剤７で貼り合
わせた構造をとる。
【００３１】タッチパネル１表面に、物体８が押しつけ
られた時のみ通電するようにべた電極３及び５が不要に
接触することを防ぐ目的で、スペーサ９が設けられてい
る。物体８の接触位置は、べた電極３及び５に接続した
帯状電極１０及び１１を介して電気的に検出される。
【００３２】液晶セル２は、薄膜ダイオードをスイッチ
ング素子としたアクティブ駆動型であり、素子側基板１
２と対向側基板１３がシール材１４を介して一定の間隔
を保って貼り合わされている。素子側基板１２には、配
線１５、画素電極１６、端子１７が形成されており、薄
膜ダイオード（不図示）は各画素毎に配線１５と画素電
極１６の間に形成されている。
【００３３】また、対向側基板１３には、対向電極１８
と端子１９が形成されている。素子側基板１２と対向側
基板１３の間に液晶材料２０が封入されており、両基板
の内側表面に形成され、ラビング処理された配向膜（不
図示）に従って所定の配向状態をとる。
【００３４】液晶表示装置の表示は、画素電極１６と対
向電極１８に回路部材２１及び２２を介して電圧を加
え、この電圧に応じた液晶分子の配向状態の変化と表面
側の偏光板２３と背面側の反射板付き偏光板２４を利用
して行う。本実施形態においては、表面側の偏光板２３
はタッチパネル１の固定基板４の背面に装着されてお
り、粘着材２５と偏光フィルム２６から成る。また、背
面側の反射板付き偏光板２４は、液晶セル２の背面に装
着されており、素子側基板１２側より粘着剤２７、偏光
フィルム２８、粘着剤２９、反射板３０から成る。
【００３５】上記の偏光板２３が装着されたタッチパネ
ル１と液晶セル２を図のように空隙を挟んで固定する。
固定には両面テープを液晶セル２の周辺に貼ったり、こ
の装置が組み込まれる製品の筐体を介するなど、着脱が
容易であるような方法にすればよい。このような構造を
とることにより、従来のタッチパネル１の固定基板４と
空気の界面が、屈折率の差が小さい固定基板４と粘着剤
２５の界面となるのでこの界面における反射ａが抑えら
れる。
【００３６】また、新たに液晶セル２の対向側基板１３
と空気の界面での反射ｂが発生するが、光線は透過率が
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４０％程度の表面側偏光板２３を２回通過することで充
分小さい強度の反射となり、液晶表示装置が表示する黒
の輝度の増加は抑制できる。表示に寄与する反射ｃが通
過する偏光板等の光学材料の順序は変わらないので、従
来通り必要な光学系が実現できる。
【００３７】表示パターンはタッチパネル１の固定基板
４に装着された表面側偏光板２３の偏光フィルム２６に
映し出されるので、タッチパネル１と液晶セル２の間に
空隙があることによる表示の浮遊感を抑えることもでき
る。さらに、剛性のある固定基板４に、偏光板２３を装
着するので、装着ミスが発生しても容易に固定基板４か
ら剥し、再処理を行うことが可能である。
【００３８】液晶セル２に偏光板を貼り付ける工程は、
液晶セル２を帯電させやすい工程であり、特にアクティ
ブ素子を用いた液晶セルにおいては、静電気による素子
の破壊が起こってしまうことがある。本実施形態におい
ては、液晶セル２に偏光板を貼る工程が片側１回である
ので、液晶セル２の帯電による素子破壊等の問題が減少
する。
【００３９】タッチパネル１は、ダイオードやトランジ
スタのような素子がなく、電極だけであるので、静電気
による影響は少なく、偏光板２３の装着は問題にならな
い。また、タッチパネル１の可撓性基板６に偏光板を装
着しないので、タッチパネルの感触を損なうことはな
い。
【００４０】図３は本発明の第２実施形態である液晶表
示装置の斜視図であり、図４は図３中のＢ－Ｂ’断面図
である。図３の液晶表示装置は、図１の第１実施形態の
液晶表示装置において、液晶セル２の表面側に新たに粘
着剤３１を介して透明フィルム３２を装着したもので、
タッチパネル１及び液晶セル２の主要な構成は変わらな
い。透明フィルム３２の表面には、酸化物等をコーティ
ングして反射防止層３３が形成されている。
【００４１】タッチパネル１の固定基板４と空気の界面
が、屈折率の差が小さい固定基板４と粘着剤２５の界面
になるので、第１実施形態と同様に、この界面における
反射ｄが抑えられる。また、透明フィルム３２を設ける
ことにより、液晶セル２の対向側基板１３と空気の界面
が、粘着剤３１との界面となるため、反射ｅが抑制され
る。
【００４２】また、透明フィルム３２の表面での反射も
反射防止層３３によって抑えられる。従って、表示に寄
与する反射ｆに与える不要な反射の影響がより少なくな
り、タッチパネルによるコントラストの低下を低減でき
る。反射ｆが通過する光学系に透明フィルム３２が加わ
るが、三酢酸セルロース等の光学的等方性を有する材料
を用いれば、問題はない。
【００４３】従来から、液晶材料２０の紫外線による劣
化を防止する目的で偏光板２３の偏光フィルム２６に紫
外線吸収機能を持たせることがあった。しかしながら、
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偏光板２３と液晶セル２の対向側基板１３に距離がある
ので、紫外線が入射し、液晶材料２０を劣化させる恐れ
がある。液晶セルに比して、サイズの大きなタッチパネ
ルに充分広い範囲の偏光フィルムを貼れば問題は解決す
るが、装置全体が大きくなってしまう。そこで、透明フ
ィルム３２に紫外線吸収機能を持たせれば、液晶材料２
０の紫外線による劣化が容易に防止できる。
【００４４】第１及び第２実施形態で、タッチパネル１
と液晶セル２間の空気層による反射を効果的にかつ容易
に抑制する方法を示したが。表１の結果を考慮すると、
空気層を含まない一枚基板のタッチパネルを使用すれ
ば、より一層の改善が期待できる。
【００４５】タッチパネルとしては、上記の２つの実施
形態での抵抗膜式タッチパネルが広く使用されている
が、一枚基板のものとして、超音波方式、容量結合方
式、光学方式などのタッチパネルが、特開平８－３０５
４８１号公報、特開平８－７７８９４号公報、特開平８
－２７２５３７号公報などに開示されている。
【００４６】図５は本発明の第３実施形態である液晶表
示装置の斜視図であり、図６は図５中のＣ－Ｃ’断面図
である。本実施形態においては、超音波方式のタッチパ
ネルを使用している。超音波方式のタッチパネル３４で
は、ガラス基板３５の周辺に反射素子３６を設け、超音
波の発信と受信を行うトランスデューサ３７を直交する
２辺に１対ずつ設けている。
【００４７】上記トランスデューサ３７はリード線（不
図示）を通して、外部の回路基板（不図示）に接続され
ている。物体が接触した位置の検出は、ガラス基板３５
を伝わる表面弾性波を時間で監視し、受信した表面弾性
波のゲインが変化した時間を距離に換算して行う。
【００４８】第１及び第２実施形態においては、２枚の
偏光板を用いた液晶セルで液晶表示装置を構成してい
た。同様に構成しても差し支えないが、本実施形態では
１枚偏光板方式の液晶セル３８を用いることができる。
例えば、画素電極１６をアルミニウム等の反射電極材料
で形成することで反射機能を持たせて、液晶セル背面に
は反射板付き偏光板はない。
【００４９】また、液晶セル３８の対向側基板１３の表
面側に粘着剤３９を介して位相差フィルム４０を装着し
ている。位相差フィルム４０も表面には、反射防止層４
１が形成されている。表面側偏光板２３は、タッチパネ
ル３４のガラス基板３５の背面に装着されている。
【００５０】このとき、この液晶表示装置は、光線ｇで
示すように順に偏光板２３、位相差フィルム４０、液晶
材料２０、セル内反射板（ここでは画素電極１６）、液
晶材料２０、位相差フィルム４０、偏光板２３と通過す
る光学系を有し、偏光板を２回しか通過しないので、限
られた周囲光でも明るい表示ができる。反射ｈ及び反射
ｉが抑制されるのは、第１及び第２実施形態と同様であ
るので、空気層を含まない超音波方式のタッチパネル３
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４の採用とともに、コントラストの低下を著しく抑える
ことができる。
【００５１】超音波方式のタッチパネル３４の場合、表
面弾性波はガラス基板３５の背面に伝わることはないの
で、偏光板２３を装着してもタッチパネルの機能を損な
うことはない。また、抵抗膜式のタッチパネルのような
可撓性基板が屈曲するという問題もないため、ガラス基
板３５の表面側に反射防止層を形成しても、クラックが
発生するようなことがなく、この場合は反射ｊも抑制で
きる。
【００５２】さらに、位相差フィルム４０を、タッチパ
ネル３４のガラス基板３５の背面に装着することも可能
である。この場合、液晶セルに貼るべき光学フィルムが
１枚もないので、静電気不良の原因となる帯電の工程が
なくなり、信頼性の向上が図られる。
【００５３】上記の３つの実施形態においては、タッチ
パネルと液晶セルで構成された液晶表示装置について説
明した。しかし、タッチパネルだけではなく、例えば保
護板であっても、透明基板であれば、本発明が適用でき
る。即ち、偏光板に傷がつかないように、アクリル板や
ガラス板等の透明基板を保護板として設けた液晶表示装
置にも適用できる。
【００５４】図７は本発明の第４実施形態である保護板
が設けられた液晶表示装置の斜視図であり、図８は図７
中のＤ－Ｄ’断面図である。液晶セル２の構成は、第２
実施形態と同様である。即ち、表示に寄与する反射ｋ
は、偏光板２３及び反射板付き偏光板２４により、２枚
の偏光板と１枚の反射板を通過する光学系を有してい
る。
【００５５】保護板はガラス板４２で構成され、その背
面に偏光板２３が装着されている。また、液晶セル２の
対向側基板１３の表面に粘着剤３１を介して、反射防止
層３３が形成された透明フィルム３２が装着されてい
る。
【００５６】このような構成により、反射ｌ及び反射ｍ
は抑制される。また、ガラス板４２の表面での反射ｎに
ついては、表面側に硬質な反射防止層（不図示）を形成
すれば、低減が可能である。従って、空気層を介して設
けられた保護板と液晶セルにおいても、コントラストの
低下を抑制することができる。透明フィルム３２に紫外
線吸収機能を持たせれば、紫外線による液晶材料２０の
劣化を防止できる。
【００５７】以上、４実施形態では、薄膜ダイオードを
用いたアクティブ駆動の液晶セルを例に説明したが、本
発明はこれに限るものでなく、薄膜トランジスタを用い
たアクティブ駆動やスイッチング素子が無い単純マトリ
クス駆動の直視型で反射型の液晶セルに適用できる。ま
た、ＴＮ方式や１枚偏光板方式の液晶セルだけでなく、
ＳＴＮ方式など少なくとも表面側に偏光板を設けた直視
型の表示装置であれば広く適用できる。
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【００５８】さらに、紫外線吸収機能は、光学フィルム
そのものでなく、粘着剤中に含ませてもよい。透明基板
と液晶セルは、基板の一部に両面テープを貼ったり、ネ
ジ止め等の簡単な方法で固定するだけで、コントラスト
のよい液晶表示装置が得られるが、透明基板と液晶セル
の間に異物が入り込むのを防ぐ目的で、樹脂製のスペー
サやテープ等でシーリングを施してもよい。
【００５９】
【発明の効果】以上説明したように本発明によると、液
晶セルの光学系を構成する偏光板を透明基板の背面に移
動させることで、透明基板と液晶セルに空隙があって
も、透明基板の背面側で空気層との界面を有しないの
で、表示においてコントラストが低下することがない。
【００６０】加えて、偏光板が透明基板に密着した構成
になっているので、透明基板と液晶セル間に距離があっ
ても、表示における浮遊感は消失する。光学フィルムを
透明基板側に接着することで、液晶セルに帯電させるフ
ィルムを接着する工程が減り、静電気による液晶セルの
不良の発生を低減することができる。
【００６１】また、透明基板と液晶セルを空隙をあけて
組み立てられるため、装置としての組立性は向上する。
更に、例えばプラスチック等の軟性材料を基板として用
いた液晶セルの場合屈曲するために、偏光板貼り付け作
業の作業性が劣ったり、作業中に液晶セルの角を曲げて
不良としてしまうおそれがあるが、本発明に従えばこの
ような問題をなくすことができる。
【００６２】上記液晶セルの上記偏光フィルムに対向す
る側に反射防止処理が施されていると、液晶セルと空気
層の界面も有しないため、不要な反射が少なく、より一
層鮮明な表示が得られる。
【００６３】上記液晶セルの偏光フィルムに対向する側
に透明フィルムが接着され、該透明フィルムが、光学的
等方性を有し、かつ反射防止機能及び紫外線吸収機能の
少なくとも一つの機能を有した場合、表示品位の向上も
しくは液晶セル内の液晶材料の紫外線による劣化が生じ
ず、信頼性の向上に寄与できる。
【００６４】上記液晶セルの上記偏光フィルムに対向す
る側に位相差フィルムが接着され、この位相差フィルム
が、反射防止機能及び紫外線吸収機能の少なくとも一つ
の機能を有する位相差フィルムであると、前記透明フィ
ルム新たに設ける必要がなくなる。
【００６５】また、抵抗膜方式のタッチパネルの固定基
板側に光学フィルムを接着すると、タッチパネルの感触
を損なわずに、鮮明な表示が得られる。
【００６６】また、内部に空気層を含まない超音波方式
もしくは容量結合方式もしくは光学方式のタッチパネル
を使用すると、表面の反射防止も可能になることから、
より一層、表示品位の改善が図れる。
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【００６７】また、保護板によって、液晶セルの偏光板
の保護ができる上、表示の品位の低下は抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】    本発明の第１実施形態の斜視図である。
【図２】    図１の断面図である。
【図３】    本発明の第２実施形態の斜視図である。
【図４】    図３の断面図である。
【図５】    本発明の第３実施形態の斜視図である。
【図６】    図５の断面図である。
【図７】    本発明の第４実施形態の斜視図である。
【図８】    図７の断面図である。
【図９】    従来の液晶表示装置の斜視図である。
【図１０】  図９の断面図である。
【符号の説明】
１、５１        タッチパネル
２、５０        液晶セル
３、５、７１、７３        べた電極
４、７２        固定基板
６、７４        可撓性基板
７、７５        接着剤
８、７６        物体
９、７７        スペーサ
１０、１１、７８、７９    帯状電極
１２、５５      素子側基板
１３、５８      対向側基板
１４、５９      シール材
１５、５２      信号配線
１６、５３      画素電極
１７、１９、５４、５７    端子
１８、５６      対向電極
２０、６０      液晶材料
２１、２２、６３、６４    回路部材
２３、６１      偏光板
２４、６２      反射板付き偏光板
２５、２７、２９、３１、３９、６５、６７、６９    
粘着剤
２６、２８、６６、６８    偏光フィルム
３０、７０      反射板
３２            透明フィルム
３３、４１      反射防止層
３４            超音波方式タッチパネル
３５            ガラス基板
３６            反射素子
３７            トランスデューサ
３８            １枚偏光板方式液晶セル
４０            位相差フィルム
４２            ガラス板
ａ～ｑ          光線
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解决的问题：提供一种能够在具有诸如触摸面板或保护板的透明基板的
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的表面上形成抗反射层33。 背面具有反射器的偏光板24安装在液晶单元
2的背面。 如图所示，将固定有偏振板23的触摸面板1和液晶单元2隔着
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